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今月の
内容

○９月 17 日、18 日に開催された第 66 回熊本県民体育祭水
俣市・葦北郡大会に５年ぶり出場した上天草市女子ソフト
ボールチームは見事３位に入りました。



最優秀賞受賞者
教良木中学校　徳弘　みく

上
天
草
市
に
架
か
る
天
草
五
橋
の
開
通
を
記
念
し
て
始
ま

っ
た
天
草
五
橋
祭
。
今
年
は
９
月
24
日
・
25
日
に
松
島
町

合
津
港
一
帯
を
主
会
場
に
恒
例
の
「
道
中
踊
り
」「
白
龍

船
競
漕
大
会
」
な
ど
に
加
え
、
天
草
全
土
よ
り
７
団
体
が

参
加
し
た
「
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
」
も
あ
り
、
会
場
は
お
お

い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

五
橋
祭
の
出
発
式
と
し
て
五
橋
開
通
に

尽
力
し
た
先
人
へ
の
感
謝
と
併
せ
、
市
全

体
の
祭
り
へ
育
て
よ
う
と
神
事
が
大
矢
野

町
の
２
号
橋
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
学
２
年
生
か
ら

１
６
０
通
の
応
募
が
あ
っ
た
「
森
慈
秀
感

動
文
」
を
最
優
秀
賞
の
徳
弘
み
く
さ
ん

（
教
良
木
中
）
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
「
森
慈
秀
感
動
文
」
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
最
優
秀
賞　

徳
弘
み
く

○
優
秀
賞　
　

植
田
涼
太　

辻
本
麻
里
乃

　
　
　
　
　
　

岩
本
有
佳　

橋
本
莉
帆

○
優
良
賞　
　

深
井
梨
花　

福
田
凪
紗

　
　
　
　
　
　

澄
川
希
望　

畑
綾
香

○
良
賞　
　
　

21
点
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『
今
の
日
本
と
慈
秀
の
心
』

　
「
夢
の
架
け
橋
だ
」
そ
う
言
っ
て
天
草
五
橋

が
笑
い
話
に
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
歴
史
を

私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
こ
の
天
草
と
本
土
が
つ
な
が
る
ま
で

の
話
を
聞
き
、
慈
秀
の
優
し
さ
と
強
い
決
心

に
感
動
し
ま
し
た
。「
離
島
天
草
の
島
民
の
た

め
に
」
そ
う
言
っ
て
元
々
あ
っ
た
職
を
手
離

し
て
、
大
き
な
リ
ス
ク
や
不
安
の
あ
る
政
治

家
の
道
を
選
ん
だ
慈
秀
の
決
心
は
す
ご
い
と

思
い
ま
す
。
も
し
、
私
が
慈
秀
の
立
場
で
あ

っ
た
な
ら
、「
政
治
家
に
な
っ
て
も
架
橋
が
実

現
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
職
が
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。
希
望
よ
り
不
安
が
上
回
り
、
架
橋
を
夢

見
る
だ
け
で
実
現
へ
の
一
歩
は
踏
み
出
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
慈
秀
の
中
に
は
、

「
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
は

な
く
て
、「
自
分
が
実
現
さ
せ
て
や
る
」
と
い

う
強
固
な
意
志
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
そ
の
意
志
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

議
会
で
笑
わ
れ
て
も
め
げ
ず
、
何
度
も
何
度

も
東
京
へ
訴
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
こ
の
慈
秀
の
姿
を
見
て
、
努
力
や
熱
意

は
裏
切
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
な
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
強
固
な
思
い
は
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
わ
り
、
不
可
能
を
可
能
に
す
る

力
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

日
本
は
今
、
震
災
や
不
景
気
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
今

だ
か
ら
こ
そ
、
慈
秀
た
ち
の
よ
う
に
団
結
し

合
い
、
よ
り
多
く
の
人
と
手
を
と
り
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、

慈
秀
の
よ
う
に
中
心
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の

人
の
役
に
立
つ
…
。
そ
ん
な
大
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

慈
秀
の
お
陰
で
、
天
草
五
橋
は
夢
の
架
け

橋
で
は
な
く
、現
実
の
も
の
と
な
り
ま
す
。今
、

こ
の
天
草
は
五
橋
の
お
陰
で
交
通
の
便
も
良

く
な
り
、
昔
に
比
べ
観
光
客
の
出
入
り
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
天
草
の
名
物
と
な
っ
た
天

草
五
橋
。
こ
の
橋
の
歴
史
に
つ
い
て
最
近
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
天
草
の

島
民
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

歴
史
を
知
っ
た
上
で
渡
る
天
草
五
橋
と
知
ら

な
い
で
渡
る
の
と
で
は
、
感
覚
が
大
き
く
違

う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
慈
秀
の
姿
を
見
て
、
多
く
の
こ
と
を

感
じ
、
学
び
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
話
を
天

草
の
人
々
だ
け
で
は
な

く
、
も
っ
と
多
く
の
人
に

伝
え
て
、
慈
秀
の
心
を
知

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
生

き
て
行
く
上
で
、
慈
秀
の

あ
き
ら
め
な
い
熱
い
心
は

と
て
も
大
切
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
天
草
の
島
民
と

し
て
、
次
の
日
本
を
支
え

る
中
学
生
と
し
て
慈
秀
の

よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

受賞者の皆さん

最
優
秀
賞
受
賞
作
品



髙﨑

○男子の部
○女子の部
○中学生男子の部
○中学生女子の部
○ユーモア賞
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【
問
合
せ
先
】　

教
育
委
員
会
学
務
課　

　
　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

　

市
が
目
指
す
べ
き
教
育
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
総
合
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
「
上
天
草
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を

今
年
度
４
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
教
育
行
政
の
分
野
に
お

け
る
５
年
間
の
計
画
で
す
。「
生
き
る
力
と
上
天
草
市
を
愛
す
る

心
を
持
っ
た
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
学
校
、
教
育
、
家
庭
、

地
域
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
概
要
を
先
月
（
９
月
号
）
に
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
版
と
概
要
版
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
て
、

住
民
が
主
体
的
に
考
え
、
地
域
の

課
題
を
認
識
し
、
協
働
し
解
決
し

て
い
く
こ
と
を
促
す
「
仕
組
み
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
合
う
た
め

の
取
組
み
を
支
援
し
、
社
会
全
体

の
教
育
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め

の
機
会
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

○
家
庭
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め

の
事
業
の
取
組
み
に
努
め
ま

す
。

○
青
少
年
教
育
の
推
進
を
図
る
た

め
の
取
組
み
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
教
育
力
の
充
実
を
図
る
取

組
み
に
努
め
ま
す
。

○
公
民
館
活
動
の
充
実
を
図
る
取

組
み
に
努
め
ま
す
。

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
取
組

み
に
努
め
ま
す
。

○
人
権
教
育
の
推
進
を
図
る
取
組

み
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
充
実

施
策
の
展
開
（
社
会
教
育
関
係
の
充
実
）

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
文
化
振

興
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
自
主

的
な
文
化
芸
術
活
動
の
場
の
充
実

や
文
化
芸
術
活
動
環
境
の
整
備
・

充
実
な
ど
、
文
化
芸
術
活
動
を
通

じ
た
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
主
導
す
る
市
民

の
た
め
の
文
化
創
造
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

文
化
財
資
料
等
の
適
正
な
保

存
・
継
承
を
行
い
な
が
ら
、
文
化

資
源
を
生
か
し
た
活
力
と
特
色
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

○
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
を
充

実
し
ま
す
。

○
上
天
草
の
各
地
区
の
歴
史
、
文

化
財
等
の
調
査
と
保
存
に
努
め

ま
す
。

施
策
の
方
向
性

地
域
文
化
の
振
興

役
割
分
担
の
協
同

　

こ
の
計
画
を
総
合
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
協
同

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
期
待
す
る
主
な
役
割
を
以

下
に
示
し
ま
す
。

○
子
ど
も
に
「
生
き
る
力
」
を
支

え
る
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か

な
心
」、「
健
や
か
な
体
」
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
さ
せ
ま

す
。

○
家
庭
や
地
域
と
力
を
合
わ
せ
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

○
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

○
集
団
生
活
の
中
で
、
人
間
関
係

の
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ
ま

す
。

○
保
育
園
（
所
）・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
で
連
携
し
て
、
子

ど
も
を
育
み
ま
す
。

○
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て

る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

○
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
教
育
や
子
育
て
を
支
援
し

ま
し
ょ
う
。

○
学
校
の
各
種
教
育
活
動
へ
参
画

し
、
学
校
運
営
に
協
力
す
る
な

ど
連
携
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

施
策
の
方
向
性

　

す
べ
て
の
人
に
合
わ
せ
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
に
、
市
役

所
の
関
係
部
署
お
よ
び
上
天
草
市

体
育
協
会
、
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
ア
ロ
マ
ク
ラ
ブ
と
連

携
し
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関

わ
り
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興

○
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
を

図
る
た
め
の
取
組
み
と
そ
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

○
学
校
部
活
動
が
充
実
す
る
よ
う

に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
体
育
協
会
に
よ
る
活
動
が
充
実

す
る
よ
う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
設
置

し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
各
種

顕
彰
や
助
成
を
行
い
ま
す
。

施
策
の
方
向
性

家
庭
の
役
割

○
子
ど
も
の
豊
か
な
心
や
健
や
か

な
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
第

一
義
的
な
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

○
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
と
な
る
社
会
的
な
ル
ー
ル

や
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
が
、「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
な
ど
の
規
則
正
し

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合

う
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

○
学
校
や
地
域
の
教
育
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
の
役
割

地
域
の
役
割

○
計
画
が
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま

す
。

○
各
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
よ

り
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

○
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
教
育
効
果
の
向
上
を
目

指
す
た
め
に
、
学
校
規
模
適
正

化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

行
政
の
責
務

進
捗
状
況
の
点
検
お
よ
び
計
画
の
見
直
し

　

上
天
草
市
教
育
振
興
基
本
計

画
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善

サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
）
に
よ
り
、
計
画
の
進
捗
状
況

の
点
検
を
毎
年
度
行
い
な
が
ら
、

確
実
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

策
定
５
年
後
を
目
途
に
見
直
し

を
行
い
、
次
期
計
画
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。



（６）職員手当の状況
区　分 内　　　　　容 国の制度と異同
期末・勤勉 年間 3.95 月分 同

扶養手当
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13,000 円
・配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　　               6,500 円
・16 歳～ 22 歳の子１人につき           　　        加算額 5,000 円

同

住居手当 ・借家　　　　　　　                家賃額に応じて 27,000 円以内
・持家（新築、住宅購入から５年未満）　　　　　　2,500 円 異

通勤手当 自動車等を利用する場合、距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円を支給 同

（７）退職手当の状況　（平成 23年４月１日現在）

支　給　率 自己都合 勧奨・定年
国　の　制　度

自己都合 勧奨・定年
勤務 20年 23.5 月分 30.55 月分 23.5  月分 30.55 月分
勤務 25年 33.5 月分 41.34 月分 33.5   月分 41.34 月分
勤務 35年 47.5 月分 59.28 月分 47.5    月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分
その他の加算措置 制度なし 国と同じ 定年前早期退職特別措置 ( ２％～ 20％加算 )
退職時特別昇給 な　し な　し な　し
平均支給額 6,349 千円 22,902 千円

◎職員の給与の状況
（１）職員給与費の状況（普通会計決算見込額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 一人当たりの
給与費（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

平成 22 年度 304 人 1,147,063 125,733 419,791 1,692,587 5,568

（２）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
平成 23年 329,800　円 360,600　円 42.6　歳 287,700　円 307,400　円 47.0　歳

（３）職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
国　の　制　度

一般行政職 技能労務職
高校卒 140,100 円（1-5） 137,200 円（1-17） 140,100 円（1-5） 137,200 円（1-17）
大学卒 172,200 円（1-25） 172,200 円（1-25）

（４）職員の経験年数別・学年別平均給料月額の状況

区　　　　　分
経　　験　　年　　数

10～ 14 年 15 ～ 19 年 20 ～ 24 年

一般行政職
大学卒 279,800 円 313,000 円 363,300 円

高校卒 235,000 円 279,100 円 320,000 円

技能労務職
大学卒 　　 279,700 円

高校卒 215,400 円 251,800 円 305,700 円

◎特別職の報酬等の状況
（平成 23年 4月１日現在）
区　分 給料 ( 報酬 ) 月額 期末手当
市　長 801,000　 円　

2.6 月分副市長 597,000　 円　
教育長 546,000　 円　
議　長 363,000　 円　

2.6 月分副議長 333,000　 円　
議　員 314,000　 円　

◎職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間、休息・休憩時間、週休日の状況

勤務時間 休憩時間 週　休　日
8：30 ～ 17：15 12：00 ～ 13：00 土曜日、日曜日

◎職員の懲戒処分の状況
（１）懲戒処分の状況（平成 22年度中）　　　　　　　　　　（単位：人）

処分の種類処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合等 0 0 1 0 1

◎職員の任免および職員数に関する状況
（１）職員数に関する状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

22　年　度　中　の　異　動
　一　般　職　員 病　院　職　員

退　　職 採　　用 退　　職 採　　用
587 22 15 15 18 583

（２）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区　　分
職　　員　　数

増　減 主な増減理由
平成 22年度 平成 23 年度

一

般

行

政

議　　会 4　  　 4　  　 0　  　
総　　務 92　  　 87　  　 △ 5　  　 事務の統廃合
税　　務 24　  　 25　  　 1　  　 事務の統廃合
民　　生 63　  　 62　  　 △ 1　  　 保育士退職
衛　　生 27　  　 28　  　 1　  　 事務の統廃合
農林水産  22　  　 19　  　 △ 3　  　 ブランド推進室の設置
商　　工 11　  　 15　  　 4　  　 ブランド推進室の設置
土　　木 19　  　 19　  　 0　  　
小　　計 262　  　 259　  　 △ 3　  　

特別行政 教　　育 49　  　 45　  　 △ 4　  　 給食技師、学校主事退職

公
営
企
業
等

病　　院 235　  　 238　  　 3　  　 医療体制充実
水　　道 12　  　 12　  　 0　  　
下  水  道 3　  　 2　  　 △ 1　  　 事務の統廃合
そ  の 他 26　  　 27　  　 1　  　   事務の統廃合
小　　計 276　  　 279　  　 3　  　

合　　　　　計 587　  　 583　  　 △ 4　  　

【問合せ先】 ☎

区  分 標準的な職務内容 職員数 (人 ) 構成比（％）
1 級 主事、技師 19 8.37

2 級 高度な知識経験を必要とす
る業務を行う主事・技師 22 9.69

3 級 参事 71 31.28
4 級 課長補佐、主幹 32 14.10

5 級 審議員、相当な経験を有す
る課長補佐・主幹 60 26.43

6 級 部長、統括支所長、課長 19 8.37
7 級 相当な経験を有する部長 4 1.76

計 227 100

（５）一般行政職の級別職員数の状況

（平成 23 年 4月 1日現在）
平成 22年 4月 1日
現在の職員数

平成 23 年 4月 1日
現在の職員数
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木村光利さん（大矢野町）
作品名「森の奥に」工芸部門
赤星公珠さん（松島町）

作品名「零
あ

ゆ」版画部門
高倉直子さん（大矢野町）

創作仲間で「ＧＲＯＵＰ天」を結成文化の香るまちに グループ　   そら

作品名「君のいろ」洋画部門

県美展に大賞をはじめ３人が入賞
第66回熊本県美術協会展

　

平
成
23
年
度
上
天
草
市
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
３
日
、
松
島

総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
で
行
わ

れ
、
50
年
の
年
月
を
と
も
に
支
え

合
い
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
１
２
４
組

の
ご
夫
婦
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
端
市
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て

壇
上
に
上
が
っ
た
４
組
の
ご
夫
婦

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
天
草
の
寅
さ
ん
」
こ
と
堀
口
巨

介
さ
ん
が
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
上
天
草
市
の
金
婚
ご
夫

婦
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
大
矢
野
町
（
49
組
）

青
山　

繁　
　

・
エ
ミ
子

池
田　

正　
　

・
ト
メ
子

江
口　

博
文　

・
五
百
子

織
口　

宗
雄　

・
博
子

貝
川　

榮
作　

・
シ
ヅ
子

海
﨑　

守　
　

・
ツ
ミ
子

加
藤　

孝
一　

・
淑
子

川
上　

力　
　

・
芳
子

川
上　

義
秋　

・
澄
子

川
口　

秋
義　

・
信
子

木
村　

一
好　

・
イ
ツ
子

小
林　

直
喜　

・
松
江

小
林　

久
雄　

・
勝
子

佐
伯　

一
夫　

・
節
子

須
頭　

秀
範　

・
二
三
江

瀨
﨑　

恒
德　

・
チ
ヨ
コ

園
田　

幸
一　

・
マ
ツ
子

高
島　

保　
　

・
ヤ
ス
子

高
山　

武
義　

・
葉
子

千
原　

繁
敏　

・
ミ
サ
子

鶴
田　

昭
雄　

・
シ
ズ
カ

鶴
田　

英
治　

・
フ
ミ
子

直
江　

敏
彦　

・
時
枝

中
井　

勝
喜　

・
正
代

永
田　

耕
稔　

・
富
代

中
田　

正
博　

・
フ
ミ
ヱ

中
田　

豊　
　

・
ヨ
シ
ミ

中
本　

博
之　

・
レ
イ
子

西
村　

義
廣　

・
政
子

沼
田　

國
義　

・
満
子

野
口　

富
士
夫
・
君
代

濵
﨑　

猛　
　

・
ユ
キ
子

濵
近　

忠
男　

・
武
子

平
下　

篤　
　

・
チ
サ
子

藤
本　

伊
利　

・
イ
ツ
エ

益
田　

一　
　

・
ア
サ
ヱ

益
田　

久　
　

・
エ
ミ
子

松
尾　
　
　
　

・
昭
子

松
尾　

義
勝　

・
マ
サ
ヱ

水
野　

敏
行　

・
英
子

宮
﨑　

元
幸　

・
フ
ミ
子

毛
利　

武　
　

・
ア
サ
子

森　
　

忠
寛　

・
通
子

山
口　

譽　
　

・
シ
キ
ブ

山
本　

一
男　

・
信
子

吉
本　

清
光　

・
マ
サ
子

和
田　

敏
夫　

・
勝
美

渡
辺　

輝
男　

・
博
子

渡
邉　

俊
夫　

・
ハ
ル
子

▽
松
島
町
（
36
組
）

池
田　

賢
一　

・
エ
ミ
子

岩
﨑　

九
十
九
・
愛
子

上
田　

忠
章　

・
ケ
イ
子

植
村　

賢
始　

・
貞
子

浦
上　

一
盛　

・
ル
ミ
子

金
子　

喜
義　

・
ス
ミ
ヱ

小
﨑　

昭
八
郎
・
ト
ミ
エ

小
山　

秀
利　

・
ヱ
ツ
子

汐
見　

德
敏　

・
治
美

杉
本　

平
八
郎
・
孝
子

杉
山　

清
秋　

・
レ
イ
子

惣
田　

敦
是　

・
キ
ミ
ヨ

長
尾　

弘
光　

・
久
子

中
田　

作
次　

・
サ
カ
エ

永
野　

郁
馬　

・
エ
ツ
子

西
島　

照
明　

・
辰
子

西
本　

秀
喜　

・
榮
子

平
山　

圭
佑　

・
ま
る
子

福
田　

喜
八
郎
・
田
鶴
子

福
田　

信
太
郎
・
康
江

福
田　

光
男　

・
惠
美
子

福
山　

常
雄　

・
久
美
江

舛
本　

久
夫　

・
澄

松
岡　

忠
男　

・
澄
代

松
下　

健
二　

・
京
子

水
本　

光
男　

・
琉
子

光
田　

德
男　

・
榮
子

宮
﨑　

玄
之
介
・
寛
子

柳
森　

博
明　

・
節
子

山
口　

重
二　

・
佐
紀
子

山
﨑　

明　
　

・
サ
ダ
ノ

山
下　

誠　
　

・
秋
美

山
中　

勇
助　

・
サ
カ
エ

山
本　

一
利　

・
親
子

山
本　

繁
至　

・
君
江

米
﨑　

秀
盛　

・
清
子

▽
姫
戸
町
（
18
組
）

岩
本　

靜
雄　

・
ア
キ
ヨ

浦
本　

敏
高　

・
久
子

浦
本　

保
隆　

・
輝
子

大
石　

強　
　

・
キ
ヨ
子

川
畑　

公
通　

・
文
子

木
本　

昭
英　

・
桂
子

鍬
田　

隆
三　

・
幸
子

小
﨑　

輝
夫　

・
怜
子

坂
本　

武
左
士
・
弘
美

清
水　

龍
起　

・
洋
子

谷
口　

安
治　

・
暁
美

堀
江　

和
美　

・
國
子

堀
江　

勝
美　

・
タ
キ
ヨ

前
田　

清
人　

・
ノ
リ
子

前
田　

豊
敏　

・
正
子

松
下　

孜　
　

・
美
千
恵

松
本　

茂
光　

・
光
野

山
下　

昭
泰　

・
智
子

▽
龍
ヶ
岳
町
（
22
組
）

江
口　

睦　
　

・
ミ
チ
コ

江
口　

幸
雄　

・
チ
ヅ
子

江
郷　

岩
五
郎
・
サ
ダ
ミ

川
端　

用　
　

・
京
子

北
里　

篤　
　

・
サ
チ
エ

木
村　

光
秋　

・
カ
ツ
子

坂
田　

毅　
　

・
テ
ル
ヨ

坂
本　

幸
雄　

・
ハ
ス
ヲ

段
下　

勝
輔　

・
ユ
キ
ミ

直
理　

信
義　

・
シ
ヅ
コ

蓮
田　

尊
喜　

・
ア
キ
コ

濵
﨑　

清
海　

・
泰
子

濱
本　

忠
義　

・
輝
子

林　
　

國
作　

・
秋
代

平
床　

忍　
　

・
キ
ミ
エ

堀
川　

正
則　

・
ミ
ス
ヨ

堀
畑　

四
磨　

・
千
鳥

元
島　

利
隆　

・
和
子

山
下　

貢　
　

・
幸
子

山
下　

幸
正　

・
清
子

若
木　

厚
美　

・
洋
子

和
田　
　

也　

・
美
代
子
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水
火
木
木
火
木
木
金
火

火

木

【場　所】

【用意するもの】 

木 木

木
【場所】 　

木 木
【場所】 ☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
診療時間

月 月
月 月

木

月

木 月

用意するもの　

★結核は昔の病気ではなく、「現代」の病気です

★熊本県は、高齢者に結核患者が多い現状です

国内の結核（平成 21年）
結核新規登録者数※１

24,170 人
結核死亡数※２

2,511 人

★結核に感染しても、すぐに発症するわけではありません

★発病しても、医師の指示通り毎日薬を飲めば治ります

★定期検診、早めの受診をしましょう

★普段の生活を見直し、結核から身体を守りましょう

このような症状は
　　　ありませんか？

○咳が２週間以上続く
○痰が出る
　（痰に血が混ざる）
○体がだるい
○微熱が続く

【問合せ先】　 ☎

10 月はがん検診受診率 50％に向けた
キャンペーン月間です

～～～ご存知ですか？　“がん ”のこと～～～

●問合せ先
☎

13 122011. 10月号広報上天草



      診  療  案  内

15 142011. 10月号広報上天草

市立病院
だより「最新 1.5 テスラ超電導MRI 装置」 

導入について

上天草看護専門学校学生募集（社会人入試）

【受験資格】

【願書受付】
【試験期日】

【問合せ先】 ☎・℻

平成 24 年度採用職員募集（２次募集）

【募集職種】

【応募資格】

【受付期限】
【応募手続】

【試験期日】 ○期　　日
○場　　所
○試験内容

【申込・問合せ先】 ☎

～
～

～

  
☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546
　ホームページ
　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

　MRI の改修工事が完了し、8月 29 日より新しいMRI 装置が稼働しました
のでその特徴をご紹介します。
①患者さんにやさしいMRI 装置
○静音化技術を搭載しており、MRI 検査時の音による患者さんの不安感を低
　減します。
○検査空間は軸長 1,495mmと、従来装置比で約 1mも短縮しました。腰椎や
　骨盤、下肢の撮像では、頭が検査空間に入ることが少なくなるため、検査
　時の圧迫感を低減し、安心して検査を受けていただけます。
②検査時間を大幅に低減
○高性能受信コイルの採用により、脳ドックの検査では従来 40分程必要でし
　たが新MRI では 15分程で撮影できます。
③造影剤を用いずにさまざまな血管を検査可能

○最新の撮影法によって造影剤を用いずにさまざまな血管を描出できます。これによりさまざまな領域の血
管検査が可能となり、診断の幅が広がります。また選択的に血管を描出したり、血流動態の把握も可能です。

④患者さんの動きによる画質劣化を抑制
○MRI の検査は、検査中静止しておくことが必要なため、できるだけ動きを抑制する工夫が必要でした。撮
影時の体動の影響を低減する新機能により、安静ができずに検査不可能となっていた検査を減らすことが
できるばかりでなく、呼吸によって動く臓器でも動きの影響を抑えた画像を得ることができます。また、
体動によって画像が劣化した際に行われていた撮り直しも少なくできるため、検査時間の短縮化、さらに
は検査効率の向上にも貢献します。

新ＭＲＩ装置の特徴

【 新ＭＲＩ装置にて可能になる最新ＭＲＩ検査例 】

脳血管画像（MRA）
造影剤を使わずに脳血管を
鮮明に見ることができる

脳卒中検査
一連の検査を短時間で
終了することが可能

広範囲脊椎検査
頚椎～腰椎などの広範囲
を撮影することが可能

膝関節検査
関節の靭帯や半月板も
詳細に診断できる

頚部血管画像（MRA）
造影剤を使わずに頚部血管の流
れの様子を見ることができる

腎動脈画像（MRA）
造影剤を使わずに腎臓の動脈
を選択的に見ることができる

全下肢血管（MRA）
造影剤を使わずに下肢
全体の血管を、動脈だ
け分離して見ることも
できる

自治医科大学地域医療実習報告
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豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
●中央公民館
　☎0969（56）1111
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■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】  

【姫　戸】
【龍ヶ岳】  
【対　象】

■あかちゃんおはなし会（約 20分）
【中　央】
【対　象】

【全　館】

【姫　戸地区】
【龍ヶ岳地区】
【大矢野地区】
【松　島地区】

【姫　戸】

【中央・姫戸・龍ヶ岳】

☎
•

☎
•

☎
•

☎
•

今月の本
ほ ん

10 月のテーマ　「旅に出よう」
11月のテーマ　「ザ・ミステリー」

○日　時
○場　所

○定　員
○参加料
○その他

作家・高
野山真言

宗僧侶

■日時　
■会場　

■入場料　
■問合せ先　☎

個人会員対象プログラム

【月】●健康教室（10時～ 11 時 30 分）　
　　　
　　　●フットサルサークル（19時 30 分～ 21 時）　　　

【火】●エアロ＆筋コン（20時～ 20 時 45 分）　
　　　
　　　●ストレッチ＆リラクゼーション（20 時 45 分～ 21 時 15 分）　　　
　　　
【水】●健康教室（10時～ 11 時 30 分）　
　　　
　　　●シェイプアップ教室（20時～ 21 時）　
　　　
【金】●わいわい教室（10時～ 11 時 30 分）　
　　　 　　　　
　　　●シェイプアップバドミントン（20 時～ 21 時 30 分）　　　

□個人会員　月会費 3,000 円
　
□問合せ先　 ☎ 0969（56）0777

【健康教室】
スポーツ振興くじ
助成事業
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10
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
三
角
線
改
め

あ
ま
く
さ
み
す
み
線
に
観
光
列
車
・

特
急
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
が
運

行
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
名
曲
の
タ
イ
ト
ル

に
ち
な
ん
だ
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

の
Ａ
に
は
ア
ダ
ル
ト
（Adult

）
の

Ａ
を
意
味
し
、
車
内
に
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
け
、
大
人
の
旅
を
演

出
す
る
空
間
が
観
光
客
に
提
供
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
急
「
Ａ
列
車
で
行

こ
う
」
に
よ
り
三
角
駅
ま
で
来
ら

れ
た
観
光
客
に
は
、
併
せ
て
改
装

さ
れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
（
シ
ー
ク
ル

ー
ズ
）
で
本
市
の
前
島
に
降
り
て

い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

観
光
列
車
に
つ
い
て
は
、
鹿
児

島
中
央
駅
か
ら
指
宿
駅
ま
で
を
結

ぶ
特
急
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
が

有
名
で
す
が
、
平
日
・
休
日
と
も

に
80
％
以
上
の
利
用
率
で
、
指
宿

市
を
は
じ
め
と
す
る
鹿
児
島
県
の

観
光
客
数
は
前
年
度
と
比
較
す
る

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、
豊
肥
本
線

の
特
急
「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」、
肥
薩

線
の
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
が
あ
り
、
各

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
特
急
「
Ａ

列
車
で
行
こ
う
」
に
ち
な
ん
で
、

上
天
草
の
豊
富
な
農
水
産
物
を
使

っ
た
「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
の
提
供
や
、

上
天
草
の
景
色
や
観
光
資
源
を
活

用
し
た
「
Ａ
級
イ
ベ
ン
ト
」
の
実

施
な
ど
、
こ
の
運
行
を
絶
好
の
好

機
と
と
ら
え
、
本
市
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
ず
手
始
め
と
し
て
、
10
月
10

日
に
関
西
以
西
の
マ
ス
コ
ミ
（
テ

レ
ビ
局
や
新
聞
社
等
）
や
旅
行
業

者
を
招
待
し
て
の
「
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、
来
年
２
月

ま
で
の
間
に
食
材
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」、
物
産
の
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ル
シ
ェ
上
天
草
」、

夕
陽
を
見
な
が
ら
の
「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ

コ
ン
サ
ー
ト
」、
観
海
ア
ル
プ
ス
を

利
用
し
た
「
山
登
り
ツ
ア
ー
」、
ミ

ュ
ー
イ
天
文
台
で
の
「
星
空
を
見

る
会
」
等
、
上
天
草
の
あ
ら
ゆ
る

素
材
を
最
大
限
に
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
特
急
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
本
市

の
観
光
産
業
全
体
の
底
上
げ
に
繋

が
る
よ
う
な
起
爆
剤
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

vol.53

観
光
振
興
の
起
爆
剤
に
！

〜
観
光
列
車
が
運
行
開
始
〜

被災地への支援に対しお礼状が届きました

▲お礼の文書を受け取る川端市長

１便（２） ２便（１） ３便（２） ４便（１） ５便（２）
さんぱーる 10：00 11：35 13：42 15：09 16：48
江後 10：03 11：38 13：45 15：12 16：51
満越 10：05 11：40 13：47 15：14 16：53
二号橋 10：06 11：41 13：48 15：15 16：54
樋合入口 10：07 11：42 13：49 15：16 16：55
前島 10：10 11：45 13：52 15：19 16：58
シークルーズ 11：46 15：20
遊覧船のりば前 10：12 11：49 13：54 15：23 17：00
松島 10：13 11：50 13：55 15：24 17：01
千厳山（到着） 10：19 11：56 14：01 15：30 17：07
千厳山（出発） 10：29 12：06 14：11 15：40 17：17
遊覧船のりば前 10：34 12：11 14：16 15：45 17：22
シークルーズ 10：37 14：19 17：25
前島 10：38 12：13 14：20 15：47 17：26
樋合入口 10：41 12：16 14：23 15：50 17：29
二号橋 10：42 12：17 14：24 15：51 17：30
満越 10：43 12：18 14：25 15：52 17：31
江後 10：45 12：20 14：27 15：54 17：33
スパタラソ 10：51 12：26 14：33 16：00 17：39
さんぱーる 10：53 12：28 14：35 16：02 17：41
天草四郎公園前 10：55 12：30 14：37 16：04 17：43
寺尾 10：56 12：31 14：38 16：05 17：44
大矢野庁舎前 10：57 12：32 14：39 16：06 17：45
あまくさ村（到着） 11：00 12：35 14：42 16：09 17：48
あまくさ村（出発） 11：10 12：45 14：52 16：19 17：58
大矢野庁舎前 11：12 12：47 14：54 16：21 18：00
寺尾 11：13 12：48 14：55 16：22 18：01
天草四郎公園前 11：15 12：50 14：57 16：24 18：03
さんぱーる 11：17 12：52 14：59 16：26 18：05
さんぱーるから
熊本・三角方面
への接続

快速あまくさ号
11：25 発（土）
11：23 発（日・祝）

三角行き
シャトル便
13：00 発

三角行き
シャトル便
15：27 発

快速あまくさ号
16：45 発（土）
16：43 発（日・祝）

三角行き
シャトル便
18：27 発

（１）･･･【運行系統１】　さんぱーるを出発し、松島方面に向かう途中でシークルーズに停車する系統
（２）･･･【運行系統２】　さんぱーるを出発し、松島から千巌山を巡って、さんぱーる方面へ向かう途中に
　　　　　　　　　　　　シークルーズに停車する系統　　　

天
草
宝
島
ラ
イ
ン
へ
接
続
（
10
時
51
分
発
三
角
港
行
）

天
草
宝
島
ラ
イ
ン
か
ら
接
続
（
11
時
42
分
着
）

天
草
宝
島
ラ
イ
ン
へ
接
続
（
14
時
25
分
発
三
角
港
行
）

天
草
宝
島
ラ
イ
ン
か
ら
接
続
（
15
時
12
分
着
）

天
草
宝
島
ラ
イ
ン
か
ら
接
続
（
17
時
20
分
着
）

【問合せ先】

☎

☎

【観光循環バス】

変更前 変更後
土曜 日曜・祝日 土曜 日曜・祝日

三角産交発 11：05 11：05 11：20 11：20
さんぱーる着 11：25 11：25 11：40 11：40

【シャトル便】

観光列車
特急「Ａ列車で行こう」
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犬やねこを飼っている皆さまへ
動物は命あるものです。家族の一員として、しつけ・繁殖制限・健康管理がかかせません。飼い主としての
責任を十分に自覚し、犬やねこの習性や行動をよく理解したうえで、愛情と責任を持って飼いましょう。

犬の放し飼いはやめましょう ! 生活環境に対する配慮を !

野犬対策について、市民の皆さまへのお願い

すべて『野焼き』に該当し、
廃棄物（ごみや不用物など）を焼却処分する行為は、

一部の例外を除いて、法律で禁止されています。

○ 5年以下の懲役
○ 1,000 万円以下の罰金

例　外　規　定（主な例）
○風俗習慣上宗教上の行為として行われる焼却
　（門松、しめ縄などの焼却、どんど焼きなど）
○農業、林業、漁業を営む為にやむをえない焼却
　（稲わら、田畑の雑草の焼却、みかんの剪定枝等の焼却など）
○日常生活を営むうえで通常行われる軽微な焼却
　（暖を取るためのたき火、キャンプファイヤーなど）

なぜ野焼きはいけないの？

法律に違反するとどうなるの？

生ごみ処理機設置に対する補助について

　生ごみ処理機の導入は、ご家
庭で気軽に実行できるごみ減量
化の取組みです。
　当制度をご活用いただき、ご
みの減量化に努めましょう。

【乾燥式生ごみ処理機の処理のながれ】

【問合せ先】環境衛生課
　　　　　  ☎ 0964（56）1111

【問合せ先】環境衛生課 ☎ 0964（56）1111

ごみの水分が減ると、ごみ出しの
嫌な臭いも少なくなります！

ごみが軽くなるので、収集車の燃
費が良くなります！

ごみ処理量が減り、ＣＯ ² の排出
が削減されます！

平成 16～ 20 年度　可燃物ごみ成分調査より【平均値】

灰分※（７％）

可燃分
（39％）

水分
（54％）

※灰分とは金属などの燃えない成分のこと

①生ごみの減量からはじめよう！

②生ごみを出すときはしっかり水気を切る！

1 食材を
買いすぎない

食べきれる量で
調理する2 食材は無駄なく

最後まで使い切る3

「生ごみの水切り」にご協力を！
多くの生ごみは水分を多く含んだままで出されています。台所の生ごみをごみ袋に捨てる前に、各
家庭で「生ごみの水切り」を徹底すると、燃えるごみの減量やごみ処理費の削減、地球温暖化の原
因であるＣＯ ² の削減にたいへん効果があります。市民の皆さまのご協力をお願いします。



税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

▼
市
県
民
税　
　
　
　
　

第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
５
期

▼
納
期
限　
　
　

10
月
31
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

10
月
25
日（
火
）

☎
税
務
課

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

11
月
10
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
〜
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
、
地
域

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
健
康
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

屋
外
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
英
太
郎

の
総
合
司
会
の
も
と
、
大
矢
野
中

吹
奏
楽
部
他
５
団
体
に
よ
る
楽
器

演
奏
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
院
内

で
は
、
医
師
に
よ
る
講
演
会
や
看

護
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
白
衣
写

真
撮
影
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
30
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時

▼
入
場
料　

無
料

▼
場
所　

済
生
会
み
す
み
病
院

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
予
定
）

○
屋
外　

大
矢
野
中
吹
奏
楽
部
、

不
知
火
中
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
、
英
太
郎
も
の
ま
ね
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど

○
院
内　

講
演
会
（
院
長
他
医
師

４
人
・
管
理
栄
養
士
）、
健
康

･

お
薬
相
談
、
プ
チ
健
診
な
ど

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

済
生
会
み
す
み
病

院
企
画
総
務
室

　

☎
０
９
６
４
（
53
）
１
６
１
１

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で
す
。

県
内
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援

☎
学
務
課

　
「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」
に
と

も
な
い
、
上
天
草
市
の
小
・
中
・

高
校
等
の
取
組
み
の
発
表
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
岡
村
隆
史
、
松
雪

泰
子
主
演
の
世
界
初
「
サ
ン
ゴ
礁

再
生
」
の
奇
跡
に
向
か
っ
て
夢
を

追
い
か
け
た
、
ふ
た
り
の
感
動
実

話
「
て
ぃ
だ
か
ん
か
ん
〜
海
と
サ

ン
ゴ
と
小
さ
な
奇
跡
〜
」
を
上
映

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

入
場
料
無
料
で
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
６
日
（
日
） 

12
時
30

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

　

法
テ
ラ
ス
の
無
料
法
律
相
談
は

資
力
が
一
定
額
以
下
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
申
し

込
み
の
際
に
収
入
や
資
産
な
ど
を

お
尋
ね
し
ま
す
。
予
約
受
付
は
11

月
１
日
（
火
）
か
ら
で
す
。

▼
日
時　

11
月
30
日
（
水
）

　

13
時
〜
16
時

▼
場
所　

市
役
所
松
島
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

▼
相
談
内
容　

多
重
債
務
、相
続
、

離
婚
そ
の
他
の
民
事
の
紛
争
全

般
▼
予
定
人
数　

先
着
５
人
（
予
約

制
）

▼
相
談
時
間　

一
人
（
組
）
あ
た

り
30
分
程
度

▼
予
約
申
込
・
問
合
せ
先　

法
テ

ラ
ス
熊
本

　

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
５
２
２

　

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
、
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
相
談

内
容
に
よ
り
電
話
等
で
の
回
答
が

困
難
な
場
合
に
は
、
電
話
等
で
事

前
に
相
談
日
時
等
を
ご
予
約
い
た

だ
い
た
上
で
、
所
轄
の
税
務
署
に

お
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
・
ご

住
所
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
や
確

定
申
告
期
に
お
い
て
申
告
書
作
成

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
に

は
、
事
前
の
ご
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
７
８
２
１

　

※
自
動
音
声
案
内

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

11
月
18
日
（
金
）　

　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　

書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
実
施
期
間　

11
月
14
日
（
月
）

〜
20
日
（
日
）

▼
時
間

○
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時

○
土
日　

10
時
〜
17
時

▼
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　

無
料
調
停
相
談
が
開
催
さ
れ
ま

▼
日
時　

11
月
２
日
（
水
）

　

13
時
〜
16
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎　

書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
相
談
員　

不
動
産
鑑
定
士

▼
相
談
内
容

○
不
動
産
の
価
格
に
関
す
る
こ
と

○
不
動
産
の
賃
料
に
関
す
る
こ
と

○
不
動
産
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
熊

本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
５
０
２
０

す
。

　

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
し
借
り
、
相
続
、
夫
婦
、

親
子
、
親
族
間
の
問
題
等
、
民
事

お
よ
び
家
事
全
般
に
つ
い
て
、
宇

城
簡
易
裁
判
所
所
属
の
調
停
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

10
月
19
日
（
水
）

　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

宇
城
簡
易
裁
判
所

▼
問
合
せ
先　

三
角
調
停
協
会

（
宇
城
簡
易
裁
判
所
）

　

☎
０
９
６
４
（
52
）
２
１
４
９

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

夫
婦
、
Ｄ
Ｖ
（
家

庭
内
暴
力
）、
女
性
差
別
等
女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
な
お
、
熊
本
地

方
法
務
局
で
は
、
開
庁
日
の
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
、
常

時
、
同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５

分
〜
16
時
50
分（
受
付　

12
時
〜
）

▼
場
所　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
内
容　
　

①
発
表　

○
松
島
商
業
高
校

○
大
矢
野
・
上
天
草
高
校

②
研
究
指
定
校
発
表　

○
龍
ヶ
岳
小
学
校

○
姫
戸
中
学
校
な
ど

③
映
画
上
映　

 

「
て
ぃ
だ
か
ん
か

ん
〜
海
と
サ
ン
ゴ
と
小
さ
な
奇

跡
〜
」

学
校
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
子

ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、

体
験
・
活
動
報
告
や
集
会
ア
ピ
ー

ル
文
採
択
、
記
念
活
動
等
が
あ
り

ま
す
。

▼
日
時　

10
月
29
日
（
土
）　

　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
教
育
庁
人

権
同
和
教
育
課　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
０
２

▼
日
時　

11
月
４
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所　

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
３

階
た
い
樹

▼
内
容

○
講
演　

内
閣
府
食
品
安
全
委
員

会
事
務
局
次
長　

中
島
隆
さ
ん

（
予
定
）

○
説
明　

熊
本
県
の
取
組
み
に
つ

い
て

▼
主
催　

熊
本
県
、
く
ま
も
と
食

の
安
全
・
食
育
推
進
県
民
会
議

▼
定
員　

１
０
０
人（
※
先
着
順
）

▼
申
込
締
切　

10
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

熊
本
県
環

境
生
活
部
県
民
生
活
局
く
ら
し

の
安
全
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
０

▼
開
催
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

９
時
か
ら
受
付
開
始

▼
場
所　

上
天
草
物
産
館
さ
ん

ぱ
ー
る
駐
車
場

▼
参
加
料　

参
加
料
は
当
日
、
受

付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
未
満
は
無
料

○
大
人　
　
　

８
０
０
円　

○
小
中
高
生　

３
０
０
円

▼
参
加
対
象
者　

ど
な
た
で
も

※
保
育
園
児
、
小
学
生
ま
で
は
保

護
者
同
伴
。
ま
た
、
昼
食
（
弁

当
）
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

10
月
28
日
（
金
）

ま
で

▼
申
込
先　

大
矢
野
町
商
工
会

▼
申
込
方
法　

事
前
参
加
申
込
書

に
氏
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
の

申
込
み
も
受
付
け
ま
す
が
、
事

前
に
参
加
申
込
書
を
頂
く
と

「
天
草
サ
ン
セ
ッ
ト
市
場
」「
上

天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る
」「
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」「
天
草
四

郎
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」
で
使

え
る
商
品
引
換
券
（
１
０
０
円

分
）を
も
れ
な
く
進
呈
し
ま
す
。

▼
駐
車
場　

上
天
草
物
産
館
さ
ん

ぱ
ー
る
裏
、
宮
津
海
遊
公
園
駐

　

車
場
、
天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
、
社
会
福
祉
協
議
会
大

23 222011. 10月号広報上天草

お知らせ

〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・企業誘致課・環境
衛生課・会計課・議会事
務局・農業委員会事務局・
監査委員事務局

〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・保健課（保健
センター・健康づくり推
進室）・高齢者ふれあい課・
福祉課・教育委員会（学
務課・社会教育課）

〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111

〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111



①給水停止予告通知書 ②給水
停止執行通知書

（注）一旦給水停止になりますと、原則として滞納料金
　を全額お支払いいただかないと給水を再開するこ
　とができません。 ◆被害の特徴

◆トラブルにあわないために

◆相談窓口　
◆開設日時　

◆専用電話番号　☎

こちら消費生活センターです！

　

訪
れ
る
方
を
温
か
い「
こ
こ
ろ
」

で
お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
活
動

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
学
校
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
団
体
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

矢
野
支
所

▼
特
別
企
画　
　

①
上
天
草
特
産
「
車
エ
ビ
」
つ
か

み
取
り
大
会

○
対
象
者　

小
学
生　

○
参
加
料　

無
料

○
午
前
の
部
（
11
時
受
付
）　　

　

先
着
50
人

○
午
後
の
部
（
15
時
受
付
）

　

先
着
１
０
０
人

②
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

③
Ａ
列
車
利
用
の
方
へ　

ご
当
地

グ
ル
メ
よ
り
「
旅
の
お
友
達
」

を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
合
せ
先　

大
矢
野
町
商
工
会

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
２
４
４

　

℻
０
９
６
４
（
56
）
０
４
０
９

【問合せ先】
水道局給水停止の対象者は２カ月以上滞納している方全員です

水道法第 15 条第３項および上天草市水道事業給
水条例第 37条に、『市長は水道の使用者に対し水
道の料金を指定期限内に納入しないときは給水を
停止する事が出来る』と規定しています。

給水停止の根拠

必ず納入期限までにお支払ください

水道事業会計の現状

給水停止までの手順

▼
日
時　

10
月
22
日
（
土
）
10
時

〜
16
時
（
９
時
30
分
受
付
）

▼
場
所　

熊
本
県
婦
人
会
館

▼
受
講
料　

無
料

※
資
料
代
と
し
て
、
１
，
０
０
０

円
は
必
要

▼
講
座
内
容

①
「
麻
生
田
５
町
内
交
流
サ
ロ
ン

か
た
ら
ん
会
」
に
よ
る
「
後
見
」

寸
劇

②
成
年
後
見
人
制
度
の
概
要
と
業

務
の
実
際
も
つ
い
て
講
義

③
事
例
の
検
討
（
身
近
な
問
題
を

▼
日
時　

11
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
９
時
〜
16
時
（
13
日

は
15
時
ま
で
）

▼
場
所　

熊
本
刑
務
所

▼
主
な
内
容
（
予
定
）

○
刑
務
所
見
学

○
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
の
展
示

○
上
映
会
（
矯
正
関
係
）

○
受
刑
者
の
衣
類
・
日
用
品
の
展
示

○
人
吉
農
芸
学
院
生
徒
の
作
品
等

の
展
示

○
性
格
診
断

○
刑
務
所
作
業
製
品
の
販
売

▼
問
合
せ
先　

熊
本
刑
務
所　

処

遇
部
企
画
部
門
（
作
業
）

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

　

し
お
風
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
同

時
開
催
。
天
草
の
飲
食
や
物
販
の

屋
台
が
コ
コ
に
集
結
！

　

地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め
に

「
市
場
・
屋
台
村
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
天
草
サ
ン
セ
ッ
ト
市
場
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

　

11
時
〜
19
時
30
分

▼
場
所　

上
天
草
物
産
館
さ
ん

ぱ
ー
る
駐
車
場

▼
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
光
の
イ
ベ
ン
ト
（
畜
光
石
の
販

売
・
竹
灯
篭
）

○
打
ち
上
げ
花
火（
19
時
30
分
〜
）

▼
問
合
せ
先　

大
矢
野
町
商
工
会

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
２
４
４

　

上
天
草
の
特
産
品
が
勢
揃
い
！

▼
開
催
日　

11
月
20
日
（
日
）

▼
場
所　

上
天
草
物
産
館
さ
ん

ぱ
ー
る

▼
内
容

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト 

○
生
産
者
対
面
販
売

○
大
抽
選
会

○
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト（
数
量
限
定
）

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
物
産
館
さ

ん
ぱ
ー
る　

　

☎
０
９
６
４
（
58
）
５
６
０
０

　

熊
本
県
立
大
矢
野
高
等
学
校

は
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
30
日
（
日
）

　

10
時
開
式

▼
場
所　

大
矢
野
高
校
体
育
館

▼
記
念
講
演

○
時
間　

11
時
20
分
開
演

○
講
師　

畑　

正
憲
さ
ん

○
演
題　
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ　

大
い

に
語
る
」

※
祝
賀
会
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

大
矢
野
高
校
事
務
室

　

☎
０
６
９
４
（
56
）
０
０
０
７

　

応
募
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
県
観
光
課
あ
て
に
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
や
申

請
書
様
式
、取
組
事
例
等
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
（
第
２
期
）　

10
月

31
日
（
月
）
ま
で

▼
助
成
額
上
限　

１
事
業
あ
た
り

30
万
円

▼
取
組
事
例　

お
も
て
な
し
グ
ッ

ズ
の
製
作
、
ま
ち
め
ぐ
り
案
内

板
な
ど

※
熊
本
県
観
光
サ
イ
ト
・
な
ご
み

紀
行
「
お
知
ら
せ
」
に
掲
載

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
観
光
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
３
２

▼
提
出
先　

熊
本
県
観
光
課
内
よ

う
こ
そ
く
ま
も
と
大
作
戦
係

採
り
あ
げ
て
、
後
見
人
と
し
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
）

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
FAX

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

先
着
１
０
０
人
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

公
益
社
団
法
人

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
８
８
９

　

FAX
０
９
６
（
３
６
３
）
１
３
５
９

　

地
域
や
学
校
で
開
催
さ
れ
る
学

習
会
・
講
演
会
へ
消
費
者
教
育
を

行
う
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
講
師
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
・
生
活
設
計
・
年
金
等

の
テ
ー
マ
、
開
催
場
所
、
時
間
に

つ
い
て
、
ご
要
望
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
へ
の
謝
礼
、
交
通
費
は
不
要

で
す
。

▼
テ
ー
マ
例　

○
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル

○
多
重
債
務
に
な
ら
な
い
た
め
に

○
高
齢
者
を
め
ぐ
る
悪
質
商
法

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
金
融
広
報

委
員
会
（
消
費
生
活
課
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
２
３
２
３

滞 納 者 は 給 水 を 停 止 し ま す
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上天草市住宅リフォーム等支援事業のご案内 ☎都市整備課

◆補助対象者

◆補助対象物件

◆対象となる工事

◆補助金額　

◆補助金予算額　
◆受付方法および時間

◆受付場所

【補助対象工事】

○屋根の葺き替え、塗装等の外装工事
○壁紙の張替え、間取りの変更、床、天井等の内
装工事
○防音、断熱化工事
○単独浄化槽および汲取り式便所からの下水道接
続または合併浄化槽への切替工事（浄化槽の補
助対象部分は除く。）
○建具、畳、ふすま、窓ガラス、サッシ工事
○バルコニー等の設置または補修工事
○バリアフリー対応型住宅改修工事（便器の洋式
化、床の段差解消など）
○浴室、台所、トイレ等の水回りの改修工事
○倉庫、車庫等の住宅に供するための工事
○リフォーム工事に伴う照明器具（ＬＥＤ等）
○廃屋の解体、撤去および処分を行う工事

申請の流れ
①申請

②交付決定

③工事内容の変更

④実績報告

⑤交付確定
⑥補助金請求
⑦補助金の交付

☎
監
理
課

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
８
月
17
日

▼
三
郎
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
杉
島
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
２
３
０
万
４
，
７
５
０
円

④
８
月
〜
10
月

▼
市
道
東
釜
１
号
線
道
路
改
良
工

事
①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発（
松
島
町
）

③
５
８
１
万
１
，
７
５
０
円

④
８
月
〜
12
月

▼
市
道
塩
浜
１
号
線
道
路
改
良
工

事
①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
千
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
５
７
７
万
５
，
０
０
０
円

④
８
月
〜
12
月

▼
市
道
須
の
上
線
道
路
改
良
工
事

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②
天
栄
工
業
（
株
）（
松
島
町
）

③
２
７
３
万
円

④
８
月
〜
９
月

□
８
月
30
日

▼
単
県
治
山
（
字
堤
ノ
平
）
測
量

設
計
委
託

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
株
）
タ
ヒ
ラ
測
量
設
計　

上

天
草
営
業
所
（
姫
戸
町
）

③
42
万
円

④
９
月
〜
10
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
外
構
工
事
設
計

業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
明
進
測
量
設
計
（
下
益

城
郡
）

③
１
３
６
万
５
，
０
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
湯
島
漁
港
安
全
施
設
設
置
工
事

①
大
矢
野
町
湯
島
地
区
内

②
（
株
）
川
口
住
建
工
業
（
大
矢

野
町
）

③
２
４
７
万
８
，
０
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

▼
湯
島
漁
港
護
岸
補
強
工
事

①
大
矢
野
町
湯
島
地
区
内

②
（
有
）
大
共
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
３
３
万
１
，
０
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

▼
新
田
地
区
生
活
排
水
整
備
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
木
下
建
設
（
株
）（
大
矢
野
町
）

③
１
１
７
万
６
，
０
０
０
円

④
９
月
〜
10
月

▼
市
道
東
風
留
団
地
内
線
舗
装
工

事
①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
７
５
万
３
，
５
０
０
円

④
９
月
〜
10
月

▼
市
道
山
下
尾
越
崎
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
資
）
石
炭
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
２
８
万
９
，
０
０
０
円

④
９
月
〜
10
月

　

10
月
20
日
か
ら
熊
本
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
６
４
７
円
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
熊
本
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

○
天
草
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
２
２
６
６

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の

街
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10

月
11
日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）
ま

で
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
て
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安

全
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
、
自
治
体
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
、
警
察
が
連
携
し
て

各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。

　
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
運
動
の
重
点
】

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
○
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

の
防
止

　

地
域
の
総
合
力
と
家
族
の
絆
で

犯
罪
の
な
い
街
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
警
察
署

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
１
１
０

そ
の
他

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な
ど
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
」「
な
る
べ
く
早
く
解
決
し

た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
労
働
委
員

会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

　

昨
年
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
の

発
生
に
伴
い
、
同
様
の
発
生
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
10
月
か
ら

完
全
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
〜
⑧
の

と
お
り
で
す
。

①
家
畜
伝
染
病
の
発
生
情
報
や
発

生
予
防
な
ど
家
畜
防
疫
に
関
す

る
最
新
の
情
報
を
確
認
す
る
。

②
自
ら
の
農
場
の
敷
地
を
居
住
区

域
と
家
畜
の
飼
養
エ
リ
ア
（
衛

生
管
理
区
域
）
と
に
分
け
、
両

区
域
の
境
界
が
分
か
る
よ
う
に

す
る
。

③
衛
生
管
理
区
域
の
出
入
口
付
近

に
動
力
噴
霧
器
や
踏
込
消
毒
槽

な
ど
の
消
毒
設
備
を
設
置
し
、

人
や
車
両
の
出
入
り
の
際
は
消

毒
を
行
う
。

④
畜
舎
の
給
餌
施
設
・
給
水
施
設

に
ネ
ズ
ミ
、
野
鳥
な
ど
の
野
生
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国民年金保険料は社会保険
料控除の対象になります
□支払った全額が所得控除の対象

□社会保険料控除証明書を毎年 11
月初旬に送付

□扶養家族分も納付した方は

□過去に滞納などがある方も控除を
受けられます

□問合せ先
☎
☎

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

南
風
苑
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋

苑
・
相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市営住宅の入居者募集
　
■申込み資格

■申込みに必要なもの　

■募集期間

■申込用紙配布・受付場所

■抽選会（申込み多数の場合）
□日時
□場所

■入居募集市営住宅一覧

■応募の無かった住宅については、随時相談に応じます

【問合せ先】
　都市整備課

住宅団地名
（建設年度）

所在地
（住戸番号）

構　造
（階・間取り・トイレ）

牟田団地
（昭和49年）

姫戸町姫浦 4749-11
（１号棟 104 号）

簡易耐火２階建
（－・３Ｋ・汲取り）

牟田団地
（平成４年）

姫戸町姫浦 4749-23
（３号棟 302 号）

中層耐火３階建
（３Ｆ・３ＤＫ・水洗）

下貫団地
（昭和47年）

龍ヶ岳町高戸 4350-5
（１号棟 203 号）

中層耐火４階建
（２Ｆ・３Ｋ・水洗）

下貫団地
（昭和47年）

龍ヶ岳町高戸 4350-5
（１号棟 204 号）

中層耐火４階建
（２Ｆ・３Ｋ・水洗）

下貫団地
（昭和49年）

龍ヶ岳町高戸 4350-8
（４号棟 107 号）

簡易耐火２階建
（－・３Ｋ・水洗）

樋島団地
（昭和49年）

龍ヶ岳町樋島 593-13
（３号棟 104 号）

簡易耐火２階建
（－・３Ｋ・水洗）

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
天
美
会
、
田

原
正
英
、
大
矢
野
町
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
菓
子
工

房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙

も
み
じ
会
、 

天
理
教
大
矢
野
支

部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
前
川
タ
マ

ノ
、
山
本
春
子
、
圓
尾
玲
子
、

倉
田
寿
美
子
、濱
口
民
謡
教
室
、

西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
水
野
国

男
、
西
本
書
道
教
室
、
阿
村
婦

人
会
、
木
下
と
も
子
、
糀
本
泰

子
、
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

え
と
わ
ー
る
、
龍
ヶ
岳
町
お
ど

り
愛
好
会
、
龍
ヶ
岳
町
老
人
ク

ラ
ブ
・
オ
ム
ツ
た
た
み
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
梅
戸
義
伸
、
龍
ヶ
岳

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付

▽
ふ
る
さ
と
環
境
保
全
事
業

○
上
田
武
光（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

　

動
物
の
排
泄
物
が
混
入
し
な
い

よ
う
に
す
る
。

⑤
日
頃
か
ら
家
畜
の
健
康
観
察
を

行
う
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
を

疑
う
症
状
や
死
亡
数
の
増
加
な

ど
、
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
速
や
か
に
家
畜
保
健
衛

生
所
へ
届
け
る
。

⑥
家
畜
の
所
有
者
が
遵
守
す
べ
き

衛
生
管
理
方
法
に
関
す
る
基
準

「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
」
が
制

定
さ
れ
、
埋
却
地
の
確
保
や
入

場
者
に
関
す
る
記
録
の
作
成
・

保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

⑦
口
蹄
疫
等
の
患
畜
・
疑
似
患
畜

と
し
て
処
分
さ
れ
る
家
畜
は
評

価
額
の
全
額
が
補
償
。た
だ
し
、

家
畜
伝
染
病
の
発
生
ま
た
は
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て

は
、
補
償
額
を
減
額
、
ま
た
は

交
付
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

⑧
毎
年
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
し

て
い
る
頭
羽
数
、
農
場
敷
地
平

面
図
（
居
住
区
と
衛
生
管
理
区

域
を
明
記
）、
飼
養
密
度
、
埋

却
地
の
確
保
状
況
等
を
県
に
報

告
す
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
23

年
は
10
月
時
点
の
飼
養
頭
羽
数

の
み
の
報
告
と
な
り
、
平
成
24

年
か
ら
飼
養
衛
生
管
理
状
況
の

報
告
が
必
要
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
天
草
家
畜

保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
６
６
８

□
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
分
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で
約

28
万
６
千
人
で
す
。

□
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お

送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
来

年
２
月
こ
ろ
か
ら
平
成
25
年
２
月

こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心

づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
明

ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合

等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁

判
員
候
補
者
の
方
々
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の

で
す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に

当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
返
送
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

際
に
お
送
り
す
る
質
問
票
等
で
辞

退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
１
）
８
９
２
１

‒
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今日からさっそく

「 介 護 予 防 の 教 室 」

●問合せ先

☎

平成23年9月30日現在

【認知症サポーターとは】 【キャラバン・メイトとは】

氏　　名 所　　属
高橋　徳昭 大矢野町・株式会社ウエルフェアライフ
森　ムツ子 大矢野町
窪田枝利子 松島町・グループホーム　ファミリー倶楽部
大石　和典 松島町・グループホームひかりの園ビハーラ館
松永　由美 松島町・グループホームひかりの園ビハーラ館
福田千津子 松島町・特別養護老人ホームひかりの園
山本　直人 松島町・ヘルパーステーションはるた
田中　慶子 松島町・上天草市地域包括支援センター
橋本百合子 姫戸町・姫戸町在宅介護支援センター翔洋苑
出口　清美 姫戸町・グループホームひめど
山下　貴宏 姫戸町・姫戸町在宅介護支援センター翔洋苑

【認知症サポーター養成講座の概要】
○対　象　者　
○内　　容

○所要時間
○受　講　費
○手　続　き

○問合せ先 ☎
　　　　　　

【上天草市のキャラバン・メイトを紹介します】

□所得制限
□手続きについて

　＜手続きに必要な書類等＞

□新たな支給要件等

□問合せ先

□支給月額（平成23年10月～平成24年3月分まで）

対象 支給月額
０～３歳未満（一律） 15,000 円
３歳～小学校修了前（第１・２子） 10,000 円
３歳～小学校修了前（第３子以降） 15,000 円
中学生（一律） 10,000 円

■子供スイミング教室のご案内

■元気海クラブ会員

□問合せ先　

スパ・タラソ天草からのお知らせ

31 302011. 10月号広報上天草

お知らせ

人 　 口 31,421人
男 　 性 14,787人
女 　 性 16,634人
世 帯 数 12,293戸
市の面積 126.14㎢
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材　料（５人前）

フレッシュ温州みかんゼリー

作り方

▼
先
日
、
行
わ
れ
た
五
橋
祭
の
総
合
司
会
を
務
め
た

「
も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
の
た
く
さ
ん
は
、
同
じ
阿

村
中
出
身
で
２
つ
上
の
先
輩
で
す
。
た
く
さ
ん
と
は
中

学
を
卒
業
し
て
以
来
、
十
数
年
ぶ
り
の
再
開
で
し
た
が

覚
え
て
い
ら
し
ゃ
っ
た
の
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｙ
）

▼
秋
も
深
ま
り
、
も
う
衣
替
え
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
朝
晩
の
風
も
冷
た
く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
▼
先

日
、
上
天
草
市
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
天
草
五
橋

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
楽
し
い
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
今

月
号
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
五
橋
祭
の
様
子
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
上
天
草W

eb

写
真
館
」
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
Ｋ
）


